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．
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田辺久子
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・触．　　・　，講凋　砲　　　　　　－．塒1　　豚江酔舌耶限’　｝－　弼　’置弛｝苓弘

生涯学習係

福原諭祐
、．鑑纏轟ヒ鑛は
隻涯学習係
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井上幸夫
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葱
塗
鹸
鍛

蜀

　　　醸
　長　纈校

耀

監
饗

顧

翔’1
嚢f1孟’

　
信
　
好

長
漏
村

事
餐
箪

議 　
　
　
繰

　
　
　
榔

　
　
　
慨

　
　
　
蹴

　
　
　
騨

　
　
　
偲

　
　
　
漏

　
　
　
糊

　
　
　
糠

　
　
　
鰍

　平成錘年4月三β付で教職貫の
人事異動があ吟ました。

跡内各小中学校で合わせて鴛名の
先盈方が、新しく鰹任され豪した。

新しい先生方を紹介します、

璽教諭
蓼翼

　蓬

8匙

鱒
鋤
臓

撞い手公祇事務周長

相沢一郎鰻

松之山小学校　　　松里小学校

荒井隆浩　教諭井ノ州茂徳校長

遡醗薮
浦霞小学校　　　　松里小学校

滝鐙純夫　教諭深灘隆翻　教諭

浦鶏小学校　　　　松里小学校

鑓子明葵　教諭藤間知恵　教諭
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松之山中掌校　　　松里小学校

滝沢零子夫教頭室館利憲子教諭

繋一．懸
松之鐵中掌校　　　松之山中学校

渡邉　進　教諭高橋秀明　教諭

平
成
捻
年
度
末
退
職
者

○
小
澱
成
｝
（
税
務
会
謝
諜
）

・
○
山
摩
審
司
雄
（
保
健
編
祉
諜
）

○
大
見
征
一
（
教
育
委
興
会
）

『
○
石
塚
道
男
（
浦
田
小
学
校
）

○
佐
藤
明
彦
（
議
会
事
務
局
）

．
○
石
塚
信
江
（
診
療
所
）

○
小
堺
ル
ミ
子
（
浦
田
保
育
所
）

○
滝
沢
彰
宏
（
総
務
諜
）

　
　
　
諭
　
　
　
　
　
　
諭

転
窪
さ
れ
た
先
生
の
皆
さ
ん

○
松
之
山
小
学
校

　
坂
口
晶
子
教
諭

　
　
　
【
小
千
谷
欝
　
片
輿
小
】

○
松
里
小
掌
校

　
中
山
博
遡
校
長

　
　
　
　
門
柏
鰯
市
　
大
洲
小
】

　
石
口
　
昇
教
諭

　
　
　
　
門
中
里
村
　
鐵
沢
小
｝

　
相
沢
き
よ
え
教
諭

　
　
　
　
【
津
爾
時
　
外
丸
小
】

○
浦
田
小
学
校

　
北
峰
義
文
教
頭

　
　
　
　
門
上
越
毒
　
嵩
士
小
｝

　
風
闘
薫
教
諭

　
　
　
　
門
羽
茂
町
　
小
村
小
】

○
松
之
山
中
学
校

　
上
野
裕
文
教
頭

　
　
　
　
【
上
越
教
育
事
務
所
｝

　
樋
鷺
隆
教
諭
・
小
林
保
子
教
諭

　
　
門
浦
擬
療
材
　
浦
規
漂
中
】

魏
議
脇
獺
瀦
懸
灘
脇
灘
盤
獺
儀
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
日
　
4
月
2
8
日
（
日
）

　
　
票
で
き
る
人
は

　
次
の
要
件
を
有
す
る
人
で
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。

○
昭
姦
五
十
七
年
繭
月
二
十
九

　
欝
以
前
に
生
ま
れ
た
人

○
平
成
十
縢
年
一
月
十
銭
以
蔚

　
か
ら
松
之
山
町
に
住
勝
の
あ

　
る
人

　
　
票
所
入
場
券
は

　
投
票
欝
に
は
、
投
票
所
入
場

券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
　
万
一
、
投
票
所
入
場
券
を
紛

失
さ
れ
て
も
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
勝
受
付
で
購
し
出
て

く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
漏
か
な

い
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
理
投
票
で
き
ま
す

　
身
体
の
故
障
や
そ
の
ほ
か
の

理
由
で
文
字
の
書
け
な
い
人
の

た
め
に
、
代
理
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
投
票
所
の
係
員
に

購
し
繊
れ
ば
、
補
助
員
か
ら
代

筆
し
て
も
ら
え
ま
す
。
投
票
の

秘
密
は
圏
く
守
ら
れ
ま
す
の
で

安
心
し
て
申
し
患
て
く
だ
さ
い
。

　
　
在
者
投
票
は

　
投
票
沼
当
鷺
、
仕
事
や
旅
行

で
出
か
け
る
予
定
の
あ
る
人
、

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
理
由
で
歩

行
が
園
難
な
人
は
、
不
蕉
奢
投

票
が
で
き
ま
す
。

○
期
間

　
鰻
月
十
榊
欝
（
木
）
か
ら

　
鰻
月
二
十
七
濤
（
土
）
ま
で

鶴後驚蒔審驚

醗後露聴謙驚

鎌後縷隣謙灘

鶴後霞隣謙饗
総後麟蒋諜鐙
繋後蒸磯議無

繋後総購謙欝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撫測肪i嚢轡運

繋懸難鞭難難　松鍵保憲勝　　　繋後驚時諜簿　　　第綿授禦漸　　浦麟爆奮辮

ロ

　
　
勤

o
　
鞭
㎜
蒙

・
　
轟
驚

●○●●OoO●●●o●oo●○○■●●o●◎o■●●o●●o■●o●・oo●●”Ooo●●●o●○．○○●o●oO●

茄
入
ず
る
と
き

1　、2
、43、　 、

飽
布
町
村
か
ら
転
入
し
た

時
．職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

や
め
た
時
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
。

生
濡
保
護
を
受
け
な
く
な

っ
た
時
。

や
め
る
と
き

ー
、
億
市
町
轡
へ
転
緻
し
た
時
。

2
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ

　
　
入
っ
た
時
。

3
、
死
亡
し
た
時
。

4
、
生
活
保
護
を
受
け
た
時
。

。
ノ

6
も

ノ

瓢
6
ゆ
搾殺

場
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跡内各小中学校で合わせて鴛名の
先盈方が、新しく鰹任され豪した。
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編
祉
諜
）

○
大
見
征
一
（
教
育
委
興
会
）

『
○
石
塚
道
男
（
浦
田
小
学
校
）

○
佐
藤
明
彦
（
議
会
事
務
局
）

．
○
石
塚
信
江
（
診
療
所
）

○
小
堺
ル
ミ
子
（
浦
田
保
育
所
）

○
滝
沢
彰
宏
（
総
務
諜
）

　
　
　
諭
　
　
　
　
　
　
諭

転
窪
さ
れ
た
先
生
の
皆
さ
ん

○
松
之
山
小
学
校

　
坂
口
晶
子
教
諭

　
　
　
【
小
千
谷
欝
　
片
輿
小
】

○
松
里
小
掌
校

　
中
山
博
遡
校
長

　
　
　
　
門
柏
鰯
市
　
大
洲
小
】

　
石
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門
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村
　
鐵
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相
沢
き
よ
え
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津
爾
時
　
外
丸
小
】

○
浦
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学
校

　
北
峰
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頭

　
　
　
　
門
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越
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嵩
士
小
｝

　
風
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薫
教
諭
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茂
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小
村
小
】
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山
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学
校
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野
裕
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教
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投
票
日
　
4
月
2
8
日
（
日
）

　
　
票
で
き
る
人
は

　
次
の
要
件
を
有
す
る
人
で
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。

○
昭
姦
五
十
七
年
繭
月
二
十
九

　
欝
以
前
に
生
ま
れ
た
人

○
平
成
十
縢
年
一
月
十
銭
以
蔚

　
か
ら
松
之
山
町
に
住
勝
の
あ

　
る
人

　
　
票
所
入
場
券
は

　
投
票
欝
に
は
、
投
票
所
入
場

券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
　
万
一
、
投
票
所
入
場
券
を
紛

失
さ
れ
て
も
投
票
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
勝
受
付
で
購
し
出
て

く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
漏
か
な

い
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
理
投
票
で
き
ま
す

　
身
体
の
故
障
や
そ
の
ほ
か
の

理
由
で
文
字
の
書
け
な
い
人
の

た
め
に
、
代
理
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
投
票
所
の
係
員
に

購
し
繊
れ
ば
、
補
助
員
か
ら
代

筆
し
て
も
ら
え
ま
す
。
投
票
の

秘
密
は
圏
く
守
ら
れ
ま
す
の
で

安
心
し
て
申
し
患
て
く
だ
さ
い
。

　
　
在
者
投
票
は

　
投
票
沼
当
鷺
、
仕
事
や
旅
行

で
出
か
け
る
予
定
の
あ
る
人
、

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
理
由
で
歩

行
が
園
難
な
人
は
、
不
蕉
奢
投

票
が
で
き
ま
す
。

○
期
間

　
鰻
月
十
榊
欝
（
木
）
か
ら

　
鰻
月
二
十
七
濤
（
土
）
ま
で

鶴後驚蒔審驚

醗後露聴謙驚

鎌後縷隣謙灘

鶴後霞隣謙饗
総後麟蒋諜鐙
繋後蒸磯議無

繋後総購謙欝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撫測肪i嚢轡運

繋懸難鞭難難　松鍵保憲勝　　　繋後驚時諜簿　　　第綿授禦漸　　浦麟爆奮辮

ロ

　
　
勤

o
　
鞭
㎜
蒙

・
　
轟
驚

●○●●OoO●●●o●oo●○○■●●o●◎o■●●o●●o■●o●・oo●●”Ooo●●●o●○．○○●o●oO●

茄
入
ず
る
と
き

1　、2
、43、　 、

飽
布
町
村
か
ら
転
入
し
た

時
．職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

や
め
た
時
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
。

生
濡
保
護
を
受
け
な
く
な

っ
た
時
。

や
め
る
と
き

ー
、
億
市
町
轡
へ
転
緻
し
た
時
。

2
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ

　
　
入
っ
た
時
。

3
、
死
亡
し
た
時
。

4
、
生
活
保
護
を
受
け
た
時
。

。
ノ

6
も

ノ

瓢
6
ゆ
搾殺

場
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灘

平成14年度予算3月定例議会で響決

窪06．7

99．6

77．6

85．2

賛0．5

303．4

璽84

64．3

喋04．8

灘灘難
3，400，000

　285，000

238艶800

545，760

300，隷OO

　　29，300

　264，900

258，000

5，321，860

3，627，000

284，000

　窪85，300

465，095

33蓬，600

　　30，300

487，500

　傑66，000

5，576，795

纏額

、繋繋灘礫、1

歳
鑛
災
署
く
壽
金
）

櫨
騨
方
交
付
税
は
、
圏
が
町
に

対
し
て
行
政
に
必
要
な
財
源
を

交
付
す
る
も
の
で
、
最
近
國
会

で
も
晃
藏
し
論
が
浮
上
し
て
い

ま
す
。

・
町
債
は
、
町
が
借
り
入
れ
る

お
金
で
す
。
今
年
度
は
盟
創
プ

ラ
ン
事
業
で
自
然
科
学
館
の
建

設
や
、
簡
易
水
道
の
統
合
化
事

業
が
始
ま
る
こ
と
な
ど
か
ら
，

離
年
を
大
き
く
上
翻
つ
て
い
ま

す
。
㎜
繰
入
金
は
、
基
金
や
積
立
金

を
取
り
崩
し
て
一
般
会
謙
に
繰

り
入
れ
る
お
金
で
す
。

諸
収
入
の
大
き
な
伸
び
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

事
業
費
補
助
金
が
入
る
こ
と
に

よ
り
ま
す
．

国
庫
支
出
金
は
、
町
が
事
業

を
行
う
際
の
圏
か
ら
の
補
助
金

や
負
撹
金
な
ど
で
す
。

“
刺
子
割
交
付
金
は
、
み
な
さ

ん
の
貯
金
利
息
か
ら
徴
収
し
て

い
る
い
わ
ゆ
る
利
子
税
の
中
か

ら
溝
に
交
付
さ
れ
る
お
金
で

す
。
簸
近
の
低
利
息
時
代
を
反
映

し
て
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

歳
鞭
糊
｛
硬
わ
れ
る
お
金
）

総
…
務
費
の
大
き
な
傳
び
は
、

璽
創
プ
ラ
ン
（
自
然
科
学
館
建

設
等
）
事
薬
叢
体
で
あ
る
牽
欝

町
広
域
組
合
に
支
払
う
負
撫
金

と
、
今
年
度
よ
り
運
行
す
る
時

営
バ
ス
関
連
の
支
繊
が
叢
な
要

図
で
す
．

土
木
費
は
、
除
雪
機
械
購
入

や
大
き
な
工
事
が
滅
少
し
た
こ

と
に
よ
り
昨
年
よ
り
減
少
し
て

い
ま
す
。

・
衛
生
費
の
大
き
な
傭
び
は
、

簡
易
水
道
施
設
統
合
事
業
の
た

め
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
に
繰

り
患
す
お
金
が
増
加
し
た
こ
と

が
大
き
な
要
鶴
で
す
。

教
麿
費
も
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
松
之
山
小
学
校
の

教
室
の
大
親
模
改
修
が
完
了
し

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
次
ぺ
…
ジ
の
表
を
．
こ
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
歳
繊
に
つ
い
て
は

後
黛
全
芦
配
布
す
る
「
よ
く
わ

か
る
今
葎
の
予
算
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

；；ド蝿1

三鯵“脚齢榊一榊聯陶囎P畷

漁鰯

億

麹i／ii

鱗
繍
灘
灘
灘
灘
脳

欝
叢
鐵
灘
懸
講
灘
叢
響

　
ア
カ
ゲ
ラ
は
キ
ツ
ツ
キ
の
伸
闘
で
、
！
爺
中
、
松
之
由
驚
で

見
る
こ
と
が
出
来
る
。
讐
キ
ョ
ッ
、
キ
ョ
ど
と
鳴
く
が
、
さ

え
ず
り
は
も
た
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
ド
ラ
ミ
ン
グ
を
す
る
。

響
き
の
湊
さ
そ
う
な
柚
枝
や
幹
を
選
ん
で
、
「
タ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ

　
…
こ
と
、
黛
ば
し
で
連
打
す
る
．
こ
の
音
で
繁
殖
期
の
自

分
の
な
わ
ば
り
を
盗
張
し
て
い
る
。
私
達
の
翼
に
心
地
よ
く
聞

こ
え
る
あ
の
膏
も
彼
ら
に
と
っ
て
は
大
き
な
意
味
の
あ
る
畜
だ

っ
た
、
餌
を
捕
る
と
き
に
は
鶯
ば
し
を
ノ
ミ
の
よ
う
に
使
っ
て
、

皮
を
は
い
だ
り
、
材
を
掘
っ
た
り
し
て
中
の
虫
を
見
つ
け
だ
す
。

ア
カ
ゲ
ラ
の
姿
は
美
し
い
、
黒
地
の
背
で
、
特
に
目
を
引
く
の

が
「
逆
八
の
字
偏
の
大
き
な
由
斑
．
胸
は
白
く
、
下
麗
筒
（
下

腹
部
〉
は
赤
い
．
飛
ぶ
と
き
は
、
大
き
な
波
形
を
描
く
。

■
4
月
の
探
鳥
会

▽
期
β
　
4
月
27
黛
（
土
）

▽
時
間
　
午
離
5
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
7
時
3
0
分

▽
集
合
地
　
須
撫
駐
庫
場

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
鑓
翻
〉

▽
あ
る
と
便
利
な
も
の

　
メ
モ
嬢
・
双
眼
鏡
・
雨
異
な
ど
。

▽
そ
の
弛

　
夏
鳥
渡
来
の
巖
盛
鰯
を
迎
え
ま

　
す
。
爾
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

6

蝶職平
成
斑
年
度

　　　雛織

顯
。
。
．
．
羅

難燭棚概、蝿嫌』『羅澱

地方譲与税
撚．『、1、懲、P灘嚢

諸　 収　 入
園・織灘駿織』P・鐙

分擦金・負握金
難雛雛凝i灘鑛懸幾
露動醸取霧税交付金

い
金
　
　
　
金

な
付
　
　
　
婦

．
叢
瞼
蔽

靴誌
竃
奴
特
割
難
捨

競
戒
臼
財
地
利
交
寄

構

地嘉繍辮〉

ll難
使朗料・手数料一

　　　繰入金一

構薩鋤は禽蟹と一致し窟

講鋤
獣

災

費
費
会
防
蟻
消

費
費

工
　
欝
商
教

繋議．i濾

平成14年度
の事業方針決定！
　　　　　　　　（後編〉

プレイベントや映像作最
の公募を案施します。

醐
像
　
申
媛
幸
炎
氏
作
贔

　
錦
月
暑
に
強
き
続
き
、
単
成
鱗
葎
度
の
大
地
の
芸
衛
祭
の
事
業
計
醐
を

編
載
い
た
し
ま
す
。
来
年
の
潤
催
に
肉
け
て
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
や
公
募
な
ど

で
多
彩
な
R
R
を
展
聞
ず
る
と
と
も
に
、
グ
ッ
ズ
闘
発
や
交
通
機
関
な
ど

の
受
入
蟻
備
を
進
め
ま
ず
。

〈
越
後
妻
有
の
窒
に
花
が
舞
い
ま
ず
〉

　
澱
年
度
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
は
、
よ
り
大
き
な
謡
題
を
つ
く
り
、
圏
域
外

か
ら
多
く
の
動
貴
を
確
保
し
う
る
規
模
で
実
施
し
ま
す
、
異
体
的
に
は
撤

界
的
に
著
名
な
い
け
ば
な
伶
家
・
申
川
毒
央
疑
の
花
を
使
っ
た
大
燦
模
な

ア
…
ト
イ
ベ
ン
ト
を
漸
醐
し
て
い
ま
す
。

〈
映
像
作
仁
⇒
o
o
を
公
募
し
ま
ず
〉

　
昨
隼
に
引
き
続
き
公
琢
を
実
施
し
ま
す
が
、
よ
り
鱗
際
的
な
発
信
を
慧

図
し
て
、
映
像
ジ
ャ
ン
ル
に
絞
っ
て
実
施
し
ま
す
．
入
選
作
融
は
第
2
鐡

大
地
の
芸
衛
祭
の
会
期
串
に
圏
域
全
俸
で
作
蕪
展
闘
さ
れ
ま
す
。

〈
よ
り
多
く
の
蒲
報
溌
唇
を
し
ま
ず
〉

　
海
外
に
対
す
る
広
報
活
動
を
強
化
し
た
り
、
照
コ
ミ
の
糖
野
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
美
術
以
外
の
分
野
に
苅
し
て
も
、
惰
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
…
、
共
通
パ
ス
を
鯛
作
し
、
協
働
奢
や
美
衛
関

係
渚
、
観
光
業
鞍
な
ど
に
配
付
し
、
周
知
を
図
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
や
更
新
頻
慶
を
グ
レ
…
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
す
。

　
プ
レ
イ
ペ
ン
ト
時
や
伶
最
鋼
作
・
ス
テ
ー
ジ
整
備
状
溌
に
あ
わ
せ
ツ
ア

…
を
醐
催
し
、
誘
客
活
動
に
つ
と
め
ま
す
。

〈
受
入
準
備
を
す
ず
め
ま
す
〉

　
数
通
パ
ス
や
グ
ッ
ズ
の
開
発
に
藩
手
し
ま
す
。
来
訪
懸
が
よ
り
効
率
的

に
芸
術
祭
を
楽
し
め
る
よ
う
、
交
逓
シ
ス
テ
ム
を
企
爾
し
て
い
き
ま
す
、

〈
こ
へ
び
縁
も
準
備
〉

　
こ
へ
び
隊
の
再
組
織
を
支
援
し
活
動
に
必
要
な
補
助
を
行
い
ま
す
。

7



ー
創
O
①
1

　　　　　　　　繋　　　　　　　難　　　　　　縫　　　　灘　　　欝　難灘

き
盤
舞
慰
灘

平成14年度予算3月定例議会で響決

窪06．7

99．6

77．6

85．2

賛0．5

303．4

璽84

64．3

喋04．8

灘灘難
3，400，000

　285，000

238艶800

545，760

300，隷OO

　　29，300

　264，900

258，000

5，321，860

3，627，000

284，000

　窪85，300

465，095

33蓬，600

　　30，300

487，500

　傑66，000

5，576，795

纏額

、繋繋灘礫、1

歳
鑛
災
署
く
壽
金
）

櫨
騨
方
交
付
税
は
、
圏
が
町
に

対
し
て
行
政
に
必
要
な
財
源
を

交
付
す
る
も
の
で
、
最
近
國
会

で
も
晃
藏
し
論
が
浮
上
し
て
い

ま
す
。

・
町
債
は
、
町
が
借
り
入
れ
る

お
金
で
す
。
今
年
度
は
盟
創
プ

ラ
ン
事
業
で
自
然
科
学
館
の
建

設
や
、
簡
易
水
道
の
統
合
化
事

業
が
始
ま
る
こ
と
な
ど
か
ら
，

離
年
を
大
き
く
上
翻
つ
て
い
ま

す
。
㎜
繰
入
金
は
、
基
金
や
積
立
金

を
取
り
崩
し
て
一
般
会
謙
に
繰

り
入
れ
る
お
金
で
す
。

諸
収
入
の
大
き
な
伸
び
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

事
業
費
補
助
金
が
入
る
こ
と
に

よ
り
ま
す
．

国
庫
支
出
金
は
、
町
が
事
業

を
行
う
際
の
圏
か
ら
の
補
助
金

や
負
撹
金
な
ど
で
す
。

“
刺
子
割
交
付
金
は
、
み
な
さ

ん
の
貯
金
利
息
か
ら
徴
収
し
て

い
る
い
わ
ゆ
る
利
子
税
の
中
か

ら
溝
に
交
付
さ
れ
る
お
金
で

す
。
簸
近
の
低
利
息
時
代
を
反
映

し
て
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

歳
鞭
糊
｛
硬
わ
れ
る
お
金
）

総
…
務
費
の
大
き
な
傳
び
は
、

璽
創
プ
ラ
ン
（
自
然
科
学
館
建

設
等
）
事
薬
叢
体
で
あ
る
牽
欝

町
広
域
組
合
に
支
払
う
負
撫
金

と
、
今
年
度
よ
り
運
行
す
る
時

営
バ
ス
関
連
の
支
繊
が
叢
な
要

図
で
す
．

土
木
費
は
、
除
雪
機
械
購
入

や
大
き
な
工
事
が
滅
少
し
た
こ

と
に
よ
り
昨
年
よ
り
減
少
し
て

い
ま
す
。

・
衛
生
費
の
大
き
な
傭
び
は
、

簡
易
水
道
施
設
統
合
事
業
の
た

め
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
に
繰

り
患
す
お
金
が
増
加
し
た
こ
と

が
大
き
な
要
鶴
で
す
。

教
麿
費
も
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
松
之
山
小
学
校
の

教
室
の
大
親
模
改
修
が
完
了
し

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
次
ぺ
…
ジ
の
表
を
．
こ
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
歳
繊
に
つ
い
て
は

後
黛
全
芦
配
布
す
る
「
よ
く
わ

か
る
今
葎
の
予
算
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

；；ド蝿1

三鯵“脚齢榊一榊聯陶囎P畷

漁鰯

億

麹i／ii

鱗
繍
灘
灘
灘
灘
脳

欝
叢
鐵
灘
懸
講
灘
叢
響

　
ア
カ
ゲ
ラ
は
キ
ツ
ツ
キ
の
伸
闘
で
、
！
爺
中
、
松
之
由
驚
で

見
る
こ
と
が
出
来
る
。
讐
キ
ョ
ッ
、
キ
ョ
ど
と
鳴
く
が
、
さ

え
ず
り
は
も
た
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
ド
ラ
ミ
ン
グ
を
す
る
。

響
き
の
湊
さ
そ
う
な
柚
枝
や
幹
を
選
ん
で
、
「
タ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ

　
…
こ
と
、
黛
ば
し
で
連
打
す
る
．
こ
の
音
で
繁
殖
期
の
自

分
の
な
わ
ば
り
を
盗
張
し
て
い
る
。
私
達
の
翼
に
心
地
よ
く
聞

こ
え
る
あ
の
膏
も
彼
ら
に
と
っ
て
は
大
き
な
意
味
の
あ
る
畜
だ

っ
た
、
餌
を
捕
る
と
き
に
は
鶯
ば
し
を
ノ
ミ
の
よ
う
に
使
っ
て
、

皮
を
は
い
だ
り
、
材
を
掘
っ
た
り
し
て
中
の
虫
を
見
つ
け
だ
す
。

ア
カ
ゲ
ラ
の
姿
は
美
し
い
、
黒
地
の
背
で
、
特
に
目
を
引
く
の

が
「
逆
八
の
字
偏
の
大
き
な
由
斑
．
胸
は
白
く
、
下
麗
筒
（
下

腹
部
〉
は
赤
い
．
飛
ぶ
と
き
は
、
大
き
な
波
形
を
描
く
。

■
4
月
の
探
鳥
会

▽
期
β
　
4
月
27
黛
（
土
）

▽
時
間
　
午
離
5
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
7
時
3
0
分

▽
集
合
地
　
須
撫
駐
庫
場

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
鑓
翻
〉

▽
あ
る
と
便
利
な
も
の

　
メ
モ
嬢
・
双
眼
鏡
・
雨
異
な
ど
。

▽
そ
の
弛

　
夏
鳥
渡
来
の
巖
盛
鰯
を
迎
え
ま

　
す
。
爾
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
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蝶職平
成
斑
年
度

　　　雛織

顯
。
。
．
．
羅

難燭棚概、蝿嫌』『羅澱

地方譲与税
撚．『、1、懲、P灘嚢

諸　 収　 入
園・織灘駿織』P・鐙

分擦金・負握金
難雛雛凝i灘鑛懸幾
露動醸取霧税交付金

い
金
　
　
　
金

な
付
　
　
　
婦

．
叢
瞼
蔽

靴誌
竃
奴
特
割
難
捨

競
戒
臼
財
地
利
交
寄

構

地嘉繍辮〉

ll難
使朗料・手数料一

　　　繰入金一

構薩鋤は禽蟹と一致し窟

講鋤
獣

災

費
費
会
防
蟻
消

費
費

工
　
欝
商
教

繋議．i濾

平成14年度
の事業方針決定！
　　　　　　　　（後編〉

プレイベントや映像作最
の公募を案施します。

醐
像
　
申
媛
幸
炎
氏
作
贔

　
錦
月
暑
に
強
き
続
き
、
単
成
鱗
葎
度
の
大
地
の
芸
衛
祭
の
事
業
計
醐
を

編
載
い
た
し
ま
す
。
来
年
の
潤
催
に
肉
け
て
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
や
公
募
な
ど

で
多
彩
な
R
R
を
展
聞
ず
る
と
と
も
に
、
グ
ッ
ズ
闘
発
や
交
通
機
関
な
ど

の
受
入
蟻
備
を
進
め
ま
ず
。

〈
越
後
妻
有
の
窒
に
花
が
舞
い
ま
ず
〉

　
澱
年
度
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
は
、
よ
り
大
き
な
謡
題
を
つ
く
り
、
圏
域
外

か
ら
多
く
の
動
貴
を
確
保
し
う
る
規
模
で
実
施
し
ま
す
、
異
体
的
に
は
撤

界
的
に
著
名
な
い
け
ば
な
伶
家
・
申
川
毒
央
疑
の
花
を
使
っ
た
大
燦
模
な

ア
…
ト
イ
ベ
ン
ト
を
漸
醐
し
て
い
ま
す
。

〈
映
像
作
仁
⇒
o
o
を
公
募
し
ま
ず
〉

　
昨
隼
に
引
き
続
き
公
琢
を
実
施
し
ま
す
が
、
よ
り
鱗
際
的
な
発
信
を
慧

図
し
て
、
映
像
ジ
ャ
ン
ル
に
絞
っ
て
実
施
し
ま
す
．
入
選
作
融
は
第
2
鐡

大
地
の
芸
衛
祭
の
会
期
串
に
圏
域
全
俸
で
作
蕪
展
闘
さ
れ
ま
す
。

〈
よ
り
多
く
の
蒲
報
溌
唇
を
し
ま
ず
〉

　
海
外
に
対
す
る
広
報
活
動
を
強
化
し
た
り
、
照
コ
ミ
の
糖
野
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
美
術
以
外
の
分
野
に
苅
し
て
も
、
惰
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
…
、
共
通
パ
ス
を
鯛
作
し
、
協
働
奢
や
美
衛
関

係
渚
、
観
光
業
鞍
な
ど
に
配
付
し
、
周
知
を
図
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
や
更
新
頻
慶
を
グ
レ
…
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
す
。

　
プ
レ
イ
ペ
ン
ト
時
や
伶
最
鋼
作
・
ス
テ
ー
ジ
整
備
状
溌
に
あ
わ
せ
ツ
ア

…
を
醐
催
し
、
誘
客
活
動
に
つ
と
め
ま
す
。

〈
受
入
準
備
を
す
ず
め
ま
す
〉

　
数
通
パ
ス
や
グ
ッ
ズ
の
開
発
に
藩
手
し
ま
す
。
来
訪
懸
が
よ
り
効
率
的

に
芸
術
祭
を
楽
し
め
る
よ
う
、
交
逓
シ
ス
テ
ム
を
企
爾
し
て
い
き
ま
す
、

〈
こ
へ
び
縁
も
準
備
〉

　
こ
へ
び
隊
の
再
組
織
を
支
援
し
活
動
に
必
要
な
補
助
を
行
い
ま
す
。
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市町村合併
　　　　、』、　　　～、　　｝、㌧　■いv　．ぜ一’
“ヂ’

植神吐、

～
》
裟
轡

　
、
　
　
博
欝
馨

　
、
　
　
リ

　
　
　
ヤ、
紛
威
粥

　
　
　
、

筏
，
、

＼
　＼

　塙ハ　｝了Ψ〆

〆

がまとまりましたのでお知らせします。

…平成13年璽2月22臼～平成壌4年筆月6臼
アンケート
臓実施時翔

駄欝計結果の考察〈翻の驚糸課（職嘩3年3月〉との瞼〉

「合併すべき3が約壕．5倍一賛・否の枕率が逆転

　ギ合併すべき凄は、32．4％ゆ48．3％と増撫、r必要ない3は50．5％ゆ39．9％と減少しました。

　「その億、不明」が17．王％磯難．7％と減少し、意思表示もはっきりしてきました。

十β町圏域の希望が激増1一東頚城郡内での合併を望む声は大幅に減少r
　合併希望先は、十臼町翻域を希望する劉合が、38．2％ゆア2．6％とほぼ借増した。中魚沼郡も7。6％→io、6％と

微増したが、東頚城郡6嚇糖希望している霧拾は35．3％鱒8。1％と大幡に減少墜した・

闘2　ギ合併すべきだ」と思われる理由（闘で葉を選んだ方）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幌輩O駕20％3眺4億50％60％70％

　　餓で謡隷欝慧翻漂響饗蕩離霧i轟麟麟馨1，之，舞

総蝋る鷹嚇燃の入綴修、鰻轍謝麟撫轟磁

奪騰の灘や獺　蠣職5雛5釧
難硫鱒磁鱒蕊とがで、舵鯨灘が驚る羅畿翻2脳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ磯無團

5亀6

　
鴛
　
§

鷺
　
3
　
2

鰹
笈
霧
　
　
　
　
　
　
霧

　
　
　
　
　
　
β

　
　
　
　
　
　
捻

究
、
F
　
彊
裟
　
　
苓
　
　
　
　
等
　
　
　
　
　
　
　
箔

不明（※η
53入（2．6％）

悶1　合併そのもの紅ついて

　その他
　188人（9．2％〉

灘欝灘

◆fその弛」の回答内容
　・畢紙の住湧が短くなる．

　・財政的に含餅しなければやっていけない。

　・魚沼米として激が売れる。

　・含欝したくないが、合併せざるを霧ない斌況である

◆rその他」の穣管内容
　・わからな彰、・わか垂）ません・よくわからない・よくわかりません・まだわからない、

　・どちらでもよい・どちらでもいいと患恥ます。

　・財政的には奮耕は必要だと思うが、合償によって町が良くなるとは鳶えられない

　・必要な恥とは思いませんが、無環こ進めるのはどうでしょうか。

　・金併’するとサーピスが悪く准るきらいが湯る。

問4　合併パターンについて（闘望で肇を選んだ露）

不明（※1）

堀人（4．葉％）

雛灘環蟻鱒i鰍霧
辮嚢……灘驚簗懸』、、．

　その飽14人〈橘％〉

近隣晦村（松代跡・／
大島村・松之山町）

慧蝶生／

朧野／
　　棄頚城部6町材
　　80人（8。罵〉

われる1哩由（燭壌で2を選んだ方）

眺　毒臨20詫30％菊％＿継＿60％70潟

闇3　f合併の必要はない」と思

◆fその穂1の園答内容
　・上越南、策頚城6町村（4人）　・、．ヒ越辮（2人）

　・東頚城での奮併は規難
　．．ヒ越圏を撹野に入れた倉餅
　・十鷺町圏6鰐材プラス小千省市圏も奮めて｛舞餅するべきだ

窮

確

灘瀦
鞘灘
鑛雛灘灘
　　　…

鵜銚

難
欝
誕
獺

ヨG8％

懸i
3舗％

捻

雛灘
轡池“乙’餅

欝 難懸
灘鞭騨癬

灘鱗
、講

．818罵

熱脇零
…

現柱住んでいる町朽の面積・人矯続穫が最適である

　現往住んでいる跡封の財致蕊盤は兜翼している

あま甘穴きくなると、往裁一人一人の溝が爆きにくくな蕎

　　　公共旛設への距繊が遠くな賦不優になる

術敵サービスの水準や負撞が変わ‘人現往に比ぺて
サービスの懸丁や負握の増簾が生じる恐れがある

　鯖村の転統や文化など、騰牲がなくなっていく

中心藻に人鶏や持政縫龍が集中し、鶏透塊域がおとろえる

　　　　　　　　　　　いあ憲る駕射名が溝える

　　　　　　　　　　　　　　　　　その蝕諺撫剛

◆「その纏」の鳳答内容

　・今のま家で不使がないから。　・今蜜で通穆で恥いから。

　・地方変轡税につ輪てこの先…人あたり額が少なくなるとしても・合鎌後と

　今まででは、今の方が…入南たりの額が大きいと思われる。

5％　　　聾o駕　　奎5％　　20駕　　25％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幌

蝿諜灘
％舗3

　
　
　
　
　
　
駕呂鐸
　
　
　
　
　
　
　
　
髭

　
5
　
絡

　
％
　
　
憩
蟹
灘
灘

騒
㍑
難
懸
鵬

碇
誤
　
　
　
軋
談
域
　
　
需
弛
　
　
藍
蛸
∴

．
難
灘
義
鞭

渇
漁
羅

問5　その弛含餅パターンを支持する理由
　　　　　　　　　　　　　　○箔　隻O％　20箔　30％　40渥　50％ 篁登軽＿盈％

大琶い市や鱒と含磁すると、取り残される心配がある

すでに一部の第務がこのパターンで行われている

　　　　一体となってイベントや広域での事業に
　　　　　　　　　　取》親んで嚢た地域である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その蝕

駕775
｛
婁
’

、
％
9
a
2

難
緯

　
　
　
　
　
『
％

蕪
“
…
％
i
難

　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
3

　
鴇
　
　
　
　
　
％
　
　
　
　
　
駕
　
　
！

灘
　
灘
鑓
装
　
鱒
　
％
　
鮒
　
嚢

　
　
　
蓉
　
鎚
懸
難
議
籏

鷺薗積・人篇からみて適熔な幾鎌だと思う

伝統・歴更・文化など蒋からのつながりがある

・騰繋鰹難醸羅難

…犠灘灘1撮
◆fその毯」の回答内容
　「十縫町噸域6市跡村」を選択した人の園答
　　・JA牽鰭町がすでに含併済だから，地理的に輪形。

　　・小さな町村岡士の含併ではいづれまた合儀をしなければならない

　　r束頸城郡6晦柚を選択した人の回答
　　・十β町圏は限界であ導、十β町と禽併するとみんな食われてしまま

　　「その地（の粋緯みカを選択した人の回答

　　・牽鍵町は貧乏だから食併すべきではない，人“の滅少率が小さいジ

　　・貧乏な簸瞬士はよくないから。

とみんな食われてしまうので選けるべ壼で、、ヒ越麟は発展性がある，

人“の滅少率が小さい大きな窃と脅併すべ琶。

◆ボその弛」の回箸内容

　・地域地城に濃祭を！
　・都会的で、単強麟的なもののない町。

　・着い人遠があつまり、活力あふれる町，

　（それができればま～8もクリアできる）
　・町の財政にあった政策糞し、住践一人一人が露分らしく

　盤きていく．
　・公務員数の大幡溺滅嚇小さな行政憐像践めサービスに金を

　もっとかけられる。
　・二つを選んだ漸で町づくりはできない．愚閥も穆ほどにi

　・とにかく、冬が厳しく警しくてはいけない。

　・今ある産業が発展し、活力ある町づくりを。

　・倉併して大きくなっても小さな部藩を大切にしてほしい。

　・i着渚が魅力的に感じる驚。

　・人P6，000人以上の町．

悶6　理想とするまちの姿（’ずべての方〉

　　　　　　　　　　　　　　ロお　　　　め

華簾灘獺1
地域文化や伝銃を大切にする塞ち

歴史と貞然・温泉をいかした観光の議ち

生活しやすく利硬姓4〉轟い、住みやすい濠ち

文化施毅・娯楽施設など都会的な魅力壷徽えたみち

冬でも暮らしやすく、欝を活かしていけるまち

　　　　　　　　　　　　　　　　　その穂

※1　質禰に対する圏箸はありましたが，麟姓が不明なために分類できないものにっいてはf不働としました

（溢i、）問1・1甥4を除く設問は複数園筈。
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がまとまりましたのでお知らせします。

…平成13年璽2月22臼～平成壌4年筆月6臼
アンケート
臓実施時翔

駄欝計結果の考察〈翻の驚糸課（職嘩3年3月〉との瞼〉

「合併すべき3が約壕．5倍一賛・否の枕率が逆転

　ギ合併すべき凄は、32．4％ゆ48．3％と増撫、r必要ない3は50．5％ゆ39．9％と減少しました。

　「その億、不明」が17．王％磯難．7％と減少し、意思表示もはっきりしてきました。

十β町圏域の希望が激増1一東頚城郡内での合併を望む声は大幅に減少r
　合併希望先は、十臼町翻域を希望する劉合が、38．2％ゆア2．6％とほぼ借増した。中魚沼郡も7。6％→io、6％と

微増したが、東頚城郡6嚇糖希望している霧拾は35．3％鱒8。1％と大幡に減少墜した・

闘2　ギ合併すべきだ」と思われる理由（闘で葉を選んだ方）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幌輩O駕20％3眺4億50％60％70％

　　餓で謡隷欝慧翻漂響饗蕩離霧i轟麟麟馨1，之，舞

総蝋る鷹嚇燃の入綴修、鰻轍謝麟撫轟磁

奪騰の灘や獺　蠣職5雛5釧
難硫鱒磁鱒蕊とがで、舵鯨灘が驚る羅畿翻2脳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ磯無團
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不明（※η
53入（2．6％）

悶1　合併そのもの紅ついて

　その他
　188人（9．2％〉

灘欝灘

◆fその弛」の回答内容
　・畢紙の住湧が短くなる．

　・財政的に含餅しなければやっていけない。

　・魚沼米として激が売れる。

　・含欝したくないが、合併せざるを霧ない斌況である

◆rその他」の穣管内容
　・わからな彰、・わか垂）ません・よくわからない・よくわかりません・まだわからない、

　・どちらでもよい・どちらでもいいと患恥ます。

　・財政的には奮耕は必要だと思うが、合償によって町が良くなるとは鳶えられない

　・必要な恥とは思いませんが、無環こ進めるのはどうでしょうか。

　・金併’するとサーピスが悪く准るきらいが湯る。

問4　合併パターンについて（闘望で肇を選んだ露）

不明（※1）

堀人（4．葉％）

雛灘環蟻鱒i鰍霧
辮嚢……灘驚簗懸』、、．

　その飽14人〈橘％〉

近隣晦村（松代跡・／
大島村・松之山町）

慧蝶生／

朧野／
　　棄頚城部6町材
　　80人（8。罵〉

われる1哩由（燭壌で2を選んだ方）

眺　毒臨20詫30％菊％＿継＿60％70潟

闇3　f合併の必要はない」と思

◆fその穂1の園答内容
　・上越南、策頚城6町村（4人）　・、．ヒ越辮（2人）

　・東頚城での奮併は規難
　．．ヒ越圏を撹野に入れた倉餅
　・十鷺町圏6鰐材プラス小千省市圏も奮めて｛舞餅するべきだ
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．818罵

熱脇零
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現柱住んでいる町朽の面積・人矯続穫が最適である

　現往住んでいる跡封の財致蕊盤は兜翼している

あま甘穴きくなると、往裁一人一人の溝が爆きにくくな蕎

　　　公共旛設への距繊が遠くな賦不優になる

術敵サービスの水準や負撞が変わ‘人現往に比ぺて
サービスの懸丁や負握の増簾が生じる恐れがある

　鯖村の転統や文化など、騰牲がなくなっていく

中心藻に人鶏や持政縫龍が集中し、鶏透塊域がおとろえる

　　　　　　　　　　　いあ憲る駕射名が溝える

　　　　　　　　　　　　　　　　　その蝕諺撫剛

◆「その纏」の鳳答内容

　・今のま家で不使がないから。　・今蜜で通穆で恥いから。

　・地方変轡税につ輪てこの先…人あたり額が少なくなるとしても・合鎌後と

　今まででは、今の方が…入南たりの額が大きいと思われる。
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大琶い市や鱒と含磁すると、取り残される心配がある

すでに一部の第務がこのパターンで行われている

　　　　一体となってイベントや広域での事業に
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鷺薗積・人篇からみて適熔な幾鎌だと思う

伝統・歴更・文化など蒋からのつながりがある

・騰繋鰹難醸羅難

…犠灘灘1撮
◆fその毯」の回答内容
　「十縫町噸域6市跡村」を選択した人の園答
　　・JA牽鰭町がすでに含併済だから，地理的に輪形。

　　・小さな町村岡士の含併ではいづれまた合儀をしなければならない

　　r束頸城郡6晦柚を選択した人の回答
　　・十β町圏は限界であ導、十β町と禽併するとみんな食われてしまま

　　「その地（の粋緯みカを選択した人の回答

　　・牽鍵町は貧乏だから食併すべきではない，人“の滅少率が小さいジ

　　・貧乏な簸瞬士はよくないから。

とみんな食われてしまうので選けるべ壼で、、ヒ越麟は発展性がある，

人“の滅少率が小さい大きな窃と脅併すべ琶。

◆ボその弛」の回箸内容

　・地域地城に濃祭を！
　・都会的で、単強麟的なもののない町。

　・着い人遠があつまり、活力あふれる町，

　（それができればま～8もクリアできる）
　・町の財政にあった政策糞し、住践一人一人が露分らしく

　盤きていく．
　・公務員数の大幡溺滅嚇小さな行政憐像践めサービスに金を

　もっとかけられる。
　・二つを選んだ漸で町づくりはできない．愚閥も穆ほどにi

　・とにかく、冬が厳しく警しくてはいけない。

　・今ある産業が発展し、活力ある町づくりを。

　・倉併して大きくなっても小さな部藩を大切にしてほしい。

　・i着渚が魅力的に感じる驚。

　・人P6，000人以上の町．

悶6　理想とするまちの姿（’ずべての方〉

　　　　　　　　　　　　　　ロお　　　　め

華簾灘獺1
地域文化や伝銃を大切にする塞ち

歴史と貞然・温泉をいかした観光の議ち

生活しやすく利硬姓4〉轟い、住みやすい濠ち

文化施毅・娯楽施設など都会的な魅力壷徽えたみち

冬でも暮らしやすく、欝を活かしていけるまち

　　　　　　　　　　　　　　　　　その穂

※1　質禰に対する圏箸はありましたが，麟姓が不明なために分類できないものにっいてはf不働としました

（溢i、）問1・1甥4を除く設問は複数園筈。
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羅
類
…
…
総
撫
㈹
揚
懸
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懸
醗
鷺
糠
鷲

薦
、
難
灘
類
繋
…
雛
懸
簸
灘
繊
攣
廼
灘
礒
．
繋
灘
懲
⑳
爾
撚
灘
、

鐵
驚
灘
籔
鎌
黛
灘
灘
鎌
雛
籔
の
鵜
灘
懸
懇
、

懇
⑱
鰹
…
欝
ぽ
籔
灘
灘
禁
嬢
．
灘
灘
翻
蒸
、
鐵
窯
灘
蝋
…
鎌
懸
導
灘
懇
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灘
鱗

灘難懸
薫
灘
雛

灘
礁
雛
擁

難翻
　
3
月
2
4
嬉
（
貨
）
、
松
之
山

温
泉
ス
キ
…
場
で
恒
例
の
ス
キ

ー
カ
ー
ニ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
箭
8
か
ら
の
雲
も
止
み

す
ぱ
ら
し
い
天
気
と
な
り
、
久

し
ぶ
り
に
真
っ
臼
の
化
粧
薩
し

し
た
ゲ
レ
ン
デ
は
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
は
た
く
さ
ん
の
露
鷹
が

並
び
、
地
元
な
ら
で
は
の
商
最

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
早
食
い

競
争
や
餅
つ
き
大
会
な
ど
の
催

し
物
で
は
熱
い
歓
声
が
響
き
渡

り
ま
し
た
。

ももか
桃果ちゃん（2歳〉

保坂美智男・笈美さんの長女・

　　　（松之ω・保盤）・

私はみんなからヂももち

ゃん」と呼ぱれています。…

去黛の7月に妹が生まれ
て、ちょっとお姉さんにな

った気分です。大好きな家

族はヂママ∬パパ」ヂババ」

って呼んでいます。臼いご

飯とラーメンとフライドポ・

テトが好きなんだけど、縣

潟までドライブした聴レス

トランで食べた料理はおい

しかったな～．

ウルトラマンとアギドの

、灘

鯉

　
ま
た
ゲ
レ
ン
デ
で
は
今
シ
ー

ズ
ン
を
締
め
く
く
る
ス
キ
…
の

大
籔
転
競
技
が
前
鷺
か
ら
開
催

さ
れ
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
選
手
が
参
癩
し
、
ス
ピ
ー
ド

と
の
闘
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

塾
不
老
閣
に

総
務
省

郵
政
事
業
局
よ
り

六
百
二
十
五
万
｛
千
円
の

寄
附
金
交
付
決
定
通
知

お
く
り
も
の

　
こ
れ
は
寄
付
金
付
き
年
賀
は

が
き
等
の
販
売
に
よ
る
欝
付
金

を
、
橿
祉
や
災
霧
救
助
対
策
な

ど
に
還
元
す
る
事
業
で
、
こ
の

た
び
町
内
三
郵
便
周
長
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
ほ
ぼ
串
請
額
ど
お

り
の
交
付
金
決
定
通
知
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鐵

月
霞
鶏
不
老
閣
に
て
、
志
賀
松

之
山
郵
便
燭
長
か
ら
東
頚
福
祇

会
嵩
橋
理
事
長
へ
決
定
通
知
の

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
不
老
閣
で
は
こ
の
寄
付
金
を

元
に
、
寝
た
ま
ま
の
状
態
で

楽
々
入
浴
で
き
る
特
殊
浴
槽
を

購
入
し
ま
す
。
設
備
は
六
肩
下

旬
に
導
入
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
今
に
も
増
し
て
快

適
な
介
護
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

料
て
　
　
　
優
で

、
つ
　
　
　
る
い

ど
や
　
　
　
れ
し

郷
禦

”

〃紹嚇鰭灘耀潔
　　　勲難灘糊麟醗繋關灘麟翻婆箋鐵麟懇一灘

松之山

松里
　
　
　

　
　
歳

　
　
2

　
　
（

　
　
“

と
人
働
史

小野塚康彦・綻久江さんの長男

　　　　（湯山・由木屋）

僕の名前は硬人壽とい

います。みんなからはヂふ

み」と呼ぱれてかわいがっ

てもらっているけど、自分

ではお電さんもお父さんも

まとめてヂおっか一」ヂバ

バ」なんて呼んでしまいま

す。ごめんなさい。でもお

店のお審様が帰ったあとの

片付けは、お姉ちゃんと一

緒にお手伝いして燧いでし

ょう。

僕の宝物はパリケンジャ

ーと怪獣のおもちゃなん

だ．お父さんと戦うときは

変身するんで絶対に負けな

いんだ、

【お総さんから一書肇

笑顔を絶やさ夢、明るく

思いやりのある優しい人に

なってほしいです．

yo

1
寸
O
①
1
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ー
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ー

　
上
越
公
共
職
業
安
定
漸
よ
り

　
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続

き
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

串
吉
書
の
提
磁
と
保
険
料
の
納

付
は
、
今
年
度
は
5
月
2
0
弱
（
月
）

が
期
限
で
す
。
ま
だ
、
お
済
み

で
な
い
方
は
、
お
皐
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は

新
潟
労
働
周

　
　
　
　
「
労
働
保
険
徴
収
諜
幅

燈
0
2
5
－
2
3
4
…
5
9
2
隻

又
は
、
労
働
基
準
監
督
署
へ

　
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
罵
す

る
事
業
主
は
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
〉
の
撫
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。

霧
髭
　
縣
霧
藻
鑛
㎜

　
県
知
事
か
ら
の
権
限
に
腐
す

る
事
務
の
う
ち
、
2
6
の
事
務
に

つ
い
て
4
角
i
日
付
け
で
市
町

轡
に
委
譲
さ
れ
ま
す
。

　
薦
接
、
町
に
関
係
す
る
も
の

は
、
米
穀
小
売
業
の
登
録
・
監

査
・
改
善
命
令
の
権
限
で
す
。

　
新
規
登
録
、
変
更
登
録
、
更

新
等
は
時
産
業
諜
ま
で
お
越
し

下
さ
い
。

　
王
H
ク
ツ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
を

使
っ
た
料
理
教
釜
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
春
の
お
花
見
弁
当
で
お
出
か

け
し
ま
し
ょ
う
…
」

桜
ご
飯
・
花
巻
き
揚
げ
・
キ
ン

メ
ダ
イ
の
煮
付
け
・
三
色
だ
ん

．

こ
・
イ
カ
と
竹
の
子
の
サ
ラ
ダ

と
き
一
4
月
綿
田
（
木
）

　
　
　
　
　
　
鈴
時
～
捻
時

講
緬
・
“
丸
山
佳
子
先
生

く
獄
場
“
東
北
電
力
㈱
十
撮
町
鴬
業
所

募
集
定
黄
輯
娼
名
（
申
込
多
数

　
　
　
　
　
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
”
5
0
0
円

串
込
締
切
”
4
月
播
顕
ま
で

傘
込
先
“
東
北
電
力
㈱
牽
撫
購
営
桑
駈

　
　
　
費
0
奪
7
…
甜
…
3
き
7

戦霧，

　
霧
霧
霧

　
新
潟
県
蕎
齢
毒
相
談
セ
ン
タ

…
で
は
、
お
年
寄
り
や
そ
の
家

族
の
方
々
が
抱
え
る
悩
み
ご
と

や
、
心
配
ご
と
の
相
談
を
無
料

で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
4
月
・
5
月
の
相
談

黛
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
よ
ろ
ず
相
談
　
月
～
金
曜
日

　
午
箭
9
時
か
ら
午
後
5
時

☆
法
律
楓
談

　
毎
週
月
曜
と
第
4
木
曜
日

　
午
後
工
蒔
30
分
～
午
後
4
時

☆
医
療
　
第
1
水
曜
宿

　
午
後
三
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

☆
痴
呆
　
第
3
水
曜
揖

　
午
後
2
時
～
午
後
4
時

☆
公
的
鋒
金
・
保
険

　
　
　
　
第
1
火
曜
沼

　
午
後
1
時
3
0
分
㌻
3
購
3
0
分

☆
税
金
　
第
2
金
曜
日

　
午
煎
1
0
時
～
1
2
時

☆
健
康
・
介
護

　
　
　
　
第
2
木
曜
田

　
午
蔚
｝
0
時
～
午
後
4
時

相
談
電
話

欝
0
2
5
－
2
8
5
－
4
1
6
5

新
潟
撫
上
所
2
－
2
－
2

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
3
階

鐵
辮
．
碗
幣
瀧
勲
霧
誌
藻
識
確
難
疑
驚

癒
誘
　
議
泉
ず
・
公
康
黎
は
嚢
3
5
隼
鶴
定
金
利
で
す

　
　
き

綴
撚
の
で
、
塞
婆
鵠
蒙
蓉
象
薯
ら
れ
ま
す
．

雛
纒
．
．
馨
、
腿
騨
聾
欝
翫
㎏
擁
罫
齢
紘
摂

の
灘
的
な
驚
（
釜
簸
葵
）
に
馨
繁
れ
嚢
と
と
な

蔵
灘
ぞ
蓉
奮
．
隷
に
讐
、
金
利
な
ど
の
返
済
条
犠

繰
纈
漏
鑛
騰
饗
鯖
錺
麗
欝
盤
翻
射
髪

獲
羅
つ
て
お
受
け
い
た
し
ま
覧

纏
盤
●
募
薯
く
蔓
箋
竃
馨
だ
3
て
養
．
裁

融
鱗
疑
麓
難
繍
蕎
躰
偏
と
は
守
．
て
ま
い
り
ま
箋

鐡
饗
器
籔
禽
茎

繕
郷
箋
融
公
鵠
器

礒
燐
、
簾
礁
葬
餓
講
駄
｛
8

’慕糞蓬鐵鰻i慮鑓診籏難藁蒙1・

平成麺年4月から下配のような診療体制になげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　○診療　　一休診

診療科 購間 月 火 水 木 金

内　　科
隼前8；30～ ○ ○ ○ ○ ○

年御：30～ ○ … ○ 榊 岬

整形外科
等前9100～ 幽 醐 欄 ○ 脚

午後ll30～ ○ 剛 一 ｝ 軸

眼　　科
午鶴 ｝ ㎜ ㎝ 尉 鱒

午御130～ 榊 ㎜ ○ 騨 ㎜

泌尿器科
午前 噺 ㈹ 帰 欄 購

午後1：30～ 榊 岬 騨
鶴週○ 轍

心療内科

隼前9：00～ 幽 齢
隔遇○ ㎜ 騨

午後 ㎜ ㎜ ㈹ ㎜ 榊

1、午前診療の受付鋳間は、午莇8購30分からη時30分までです。

2、午後診療の受付鋳闘は、午後傑晴から4蒔までです。
3救急患奢さんは、休β・夜闘も当直医がおりますので受付まで

　ご連絡ください。
Yεし（02559〉7－2100FAX（02559）7－3909

72

耀
叢
鉄
灘
響
当

晃
童
扶
養
手
当
と
ば

　
父
母
の
離
婚
な
ど
、
父
と
盤
計
を

岡
じ
く
し
て
い
な
い
兜
童
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、
兇
童
が
畜
成
さ
れ

る
家
灘
の
生
括
の
安
定
と
霞
立
の
健

進
の
た
め
に
支
給
す
る
手
当
で
す
。

兜
叢
扶
養
拳
鎖
を
受
げ
る
機
は

　
手
当
の
対
象
児
童
が
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
議
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
狸
童

◆
父
が
死
亡
し
た
兜
童

◆
父
が
齢
定
の
生
灌
の
状
態
に
あ
る

　
囲
璽

◆
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
兜
童

◆
父
が
引
き
続
き
博
無
以
上
遺
棄
し

　
て
い
る
兜
童

◆
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
壌
鐸

　
以
よ
拘
禁
さ
れ
て
い
る
蝿
童

◆
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

　
た
兜
麓

◆
棄
兜
な
ど
で
出
生
の
事
梼
が
明
ら

　
か
で
な
い
塊
童

特
別
児
薫
扶
養
黍
当
と
ぱ

精
神
又
は
身
体
（
内
科
的
疾
患
を

含
み
ま
す
。
）
に
一
定
の
障
害
を
有
す

る
晃
童
の
編
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
そ
の
晃
童
を
畜
て
て

い
る
方
に
支
総
す
る
手
当
て
で
す
。

　
手
当
は
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
、

「
i
級
」
「
2
級
漏
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
す
。
特
別
晃
童
撲
養
壽
当
を

受
け
る
に
は

瀦脚駕．謝

の
お
魏麹

ら
£浄
翻

よ
う
な
と
き
は
、
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
対
象
兜
童
が
、
晃
甕
福
祉
施
設
な
ど

　
に
入
所
し
て
い
る
と
き

◆
対
象
狸
童
が
、
そ
の
障
害
を
運
由

　
と
ず
る
公
的
奪
金
給
付
を
受
け
ら

　
れ
る
と
き

◆
対
象
児
童
又
は
手
当
を
受
け
て
い

　
る
父
母
（
養
奮
者
）
が
、
8
本
国

　
内
に
住
莇
が
な
い
と
き

　
難
象
兜
童
が
2
0
歳
未
満
で
あ
っ

て
、
政
令
で
定
め
る
程
度
の
瞳
害
の
　
　
そ
の
偬
詳
し
く
は
、

状
態
に
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
　
　
　
　
　
　
　
役
場
住
罠
係
ま
で

だ
し
、
そ
の
場
合
に
あ
っ
て
も
次
の
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芦籍・住民登録の届け出をされる方へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　松之山町役場

　各種のお届けの際（又は後β〉、ご絹意頂く物は下記

のようになります。ご持参下さるようお願い致します。

　　　　　　　　　　今回は松之山時の麟際クラブについて説明させていただきたいと思います。

　　　　　　　　　松之山町の圏際クラブというのは町民に異文化を触れてもらうために蘇月集まっ
　　　　　　　　　ている会です。錘月出している籔際ニュー一スレターに・いつ伺をやるかなどの惰報

　　　　　　　　　を載せていますので、今度読んでみて興味があれば是葬来てください。待ってい

　　　　　　　　　ます1
　　　　　　　　　今月で園際クラブを作ってから6ヶ月になり、その間にワインの会やイギリス風のク

リスマス．パー一テ君を御ました．それからグルイで映酬ハリーポッタ門観頃きましたし・

類ミ　ジカが虹スト例陶語」の翻ツ先で購へ伽てきました・2月隔騨驚んと
佐藤類さんから鯛と梱破化紹介齢てレ＞ただき沸獣楽し咽際クラブの第噸の催し臆り
ました．佐藤さんは友翫一緒に本物の物ウザの勧方磁鰍・綺麗娠族衣装で噸の鋤硯せ
てくださいました．それ趨ではなく、繍さん艀綱キムチ磁食することもでき・指ウザとキム

チ鹸べなが彌鱒らいろいろ繍を聞かせて硫儲ました滴橋難さんのおかげで欄眠撚
雛鷲叢集論鴇℃．騨霧：攣謙義協轟藻禦き翻餓塑郭疏タ謬謡繕議翫

てもらいたいと思いますので、ぜひ来てください・　　イータ・マックマーン伽瀬φ勧o難
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労
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。
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磁
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。
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療
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～
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’慕糞蓬鐵鰻i慮鑓診籏難藁蒙1・

平成麺年4月から下配のような診療体制になげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　○診療　　一休診

診療科 購間 月 火 水 木 金

内　　科
隼前8；30～ ○ ○ ○ ○ ○

年御：30～ ○ … ○ 榊 岬

整形外科
等前9100～ 幽 醐 欄 ○ 脚

午後ll30～ ○ 剛 一 ｝ 軸

眼　　科
午鶴 ｝ ㎜ ㎝ 尉 鱒

午御130～ 榊 ㎜ ○ 騨 ㎜

泌尿器科
午前 噺 ㈹ 帰 欄 購

午後1：30～ 榊 岬 騨
鶴週○ 轍

心療内科

隼前9：00～ 幽 齢
隔遇○ ㎜ 騨

午後 ㎜ ㎜ ㈹ ㎜ 榊

1、午前診療の受付鋳間は、午莇8購30分からη時30分までです。

2、午後診療の受付鋳闘は、午後傑晴から4蒔までです。
3救急患奢さんは、休β・夜闘も当直医がおりますので受付まで

　ご連絡ください。
Yεし（02559〉7－2100FAX（02559）7－3909
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晃
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。
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　　　　　　　　　松之山町の圏際クラブというのは町民に異文化を触れてもらうために蘇月集まっ
　　　　　　　　　ている会です。錘月出している籔際ニュー一スレターに・いつ伺をやるかなどの惰報

　　　　　　　　　を載せていますので、今度読んでみて興味があれば是葬来てください。待ってい

　　　　　　　　　ます1
　　　　　　　　　今月で園際クラブを作ってから6ヶ月になり、その間にワインの会やイギリス風のク

リスマス．パー一テ君を御ました．それからグルイで映酬ハリーポッタ門観頃きましたし・

類ミ　ジカが虹スト例陶語」の翻ツ先で購へ伽てきました・2月隔騨驚んと
佐藤類さんから鯛と梱破化紹介齢てレ＞ただき沸獣楽し咽際クラブの第噸の催し臆り
ました．佐藤さんは友翫一緒に本物の物ウザの勧方磁鰍・綺麗娠族衣装で噸の鋤硯せ
てくださいました．それ趨ではなく、繍さん艀綱キムチ磁食することもでき・指ウザとキム

チ鹸べなが彌鱒らいろいろ繍を聞かせて硫儲ました滴橋難さんのおかげで欄眠撚
雛鷲叢集論鴇℃．騨霧：攣謙義協轟藻禦き翻餓塑郭疏タ謬謡繕議翫

てもらいたいと思いますので、ぜひ来てください・　　イータ・マックマーン伽瀬φ勧o難

メ3



ー
Φ
O
①
1

16（木〉ほのぼの教室（保健センター）1（水）　山火事予防運動（鱗日まで）

17（金1　中学校がんばり遠足2（木〉ほのぼの教霊

　　　　　i　　　松之山温泉祭
、、i18dゆ子供広場！購枇ンター）
憲法記念欝i　　　　　チャレンン湯鳥（歴史〉

3（釦成人式（｛横批ンター）

　　　　山菜残雪塾（浦欝地区〉
腿1A糧し心掃1 ノ　　、　レ『－！’珊‘物V蹴メ、ノ

4㈹
　　　　　…
　　　　　119（日〉

国艮の休日i

ジンギスカン食べ放題（大厳寺高原）

5（縫〉

　　　　　1
　　　　　…
　　　　　120㈱
｝メ¢！ハq…

中ト2ツ反（松之由中）
こどもの日

　　　　i21（火）大腸ガン熔疫検診（診療所）

振替休日i

　　　　き
　　　　i22㈱毒嬬購之醐

6㈲

7侠）鷺碧繍櫨論、

23（木〉ほのぼの教塞（保健センター）8（水〉ニコ篇教劉賑蠣館）

24（斜
9㈱霞募査欝会箋麟綴聾夢』とヂ㎜〉

　　　　乳幼箆BCG（診療所）

25dゆ　探鳥集会（午後7時～、温泉センタ＿）

10㈹

26（旧〉探鳥会（午前4鋳3・分～・美人林）11dゆ

27侭）
母の日

12（織）

28侠）13㈱禅、膿艦（兼饗所〉

29（水〉14㈹

30（木〉ほのぼの教室（保健センター〉
15（水〉、1、蓬．2BCG（松加、1、）

31（金〉園定資産税（醐〉鰹自動車納税期限

　　　　　嘩歳6ケ月・2歳児健診
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冬
期
問
閉
鎖
し
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お
り
ま
し

た
民
俗
資
料
館
を
オ
ー
プ
ン
い

た
し
ま
す
。
今
年
度
も
い
ろ
い

ろ
な
企
醐
展
を
講
爾
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
館
日
　
4
月
飾
臼
（
土
）

▼
開
館
鱒
間
　
午
前
9
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
5
時
ま
で

▼
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

　
　
　
　
　
小
人
1
0
0
円

▼
休
館
β
　
毎
週
火
曜
ヨ

　
「
美
し
い
松
之
霞
町
を
！
」

春
の
大
清
掃
を
「
み
ど
り
の
日
」

に
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
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9
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9
田
（
月
）

▼
時
間

▼
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筋
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動
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午
蔚
8
時

町
内
主
要
道
路
周
辺

各
集
落
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位

　
5
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は
、

い
ろ
ん
な
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て

遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
期
β
　
5
月
1
段
（
水
）

▼
時
閥
　
午
鹸
9
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
午
繭
難
蒔

▼
会
場
　
懲
然
休
養
村
セ
ン
タ
i

　
5
0
名
の
著
者
が
成
人
式
を
迎

え
ま
す
。
雛
徴
紀
を
担
う
薪
成

人
の
み
な
さ
ん
の
眼
り
な
い
濡

躍
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期
待
し
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す
。
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濱
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重

　
多
く
の
方
か
ら
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
湯
鳥
大
学
が

今
年
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
第

1
翻
は
、

で
す
。

▼
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9

▼
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悶

▼
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場

入
学
式
と
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5
鍔
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）
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離
1
0
時
～

　
　
　
　
午
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三
時

自
然
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養
村
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ン
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ー

　
囲
碁
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
級
か
ら
申
級
ま
で
、
レ

ベ
ル
に
あ
わ
せ
て
学
べ
ま
す
。

▼
期
β

　
中
級
　
第
3
土
曜
8
　
鎗
醸

　
初
級
　
第
ま
土
曜
日
　
5
醸

▼
時
間
　
午
後
1
時
～
3
蒔

▼
場
所
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス

　
今
年
も
薙
月
第
2
土
曜
欝
を

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
遊
び
の

広
場
と
し
て
自
然
休
養
村
セ
ン

タ
ー
を
醐
放
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
5
翔
は
、
来
来
フ
ォ
！
ラ

ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
第
3

土
曜
β
（
⑱
β
）
の
実
施
と
な

り
ま
す
。

※
詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
聴
間
は
毎

　
圃
チ
ラ
シ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

軍成懇4奪度　教窪・講座のご案内　　～薄醒に鯉盤を盈かしでトラィノ～

▼
期
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週
水
曜
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▼
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午
後
8
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
三
時
闘
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位

▼
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欝
場
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然
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▼
講
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税
子
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▼
会
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お
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せ

　
小
野
塚
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枝
（
松
之
慮
）
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6
－
2
1
5
9

籔叢蒙議霧簸．…蒙　　　　　主　な　内　容 潮　召 薄象
簸鱗鍵鐵議il鍵i、欝の諜題について学習しましょう． 絹～窮年5園 き眠一般

嚢鱒鍵蓉逡観鰍難姦臨1、ま嵐 5月～12月 女　牲

総灘i霧i繋． 松之寅驚のシルバーが元気に楽しく学びます． 5月～朋無翻 65才澱1

藥灘灘叢婁窪騰案響まざ縦を 5月～3月年胴
中学生までの

親子

難辮繊野渤技鰍励溢学びま凱
6月～墨O月

鰹β皐朝
小学4～碑

鱒辮撒難緯朝さわやかに、マイペースで劃甑
5月～9月

第脳土曜騨朝
子ども～一毅

，購、騰i、，i蕪叢，搬説襯子の3つのコースがあ》ます・ 6月～3月 子ども～大人

騰灘灘、饗撚と轍の2つ鎖玖が臆しても～欝， 4月～3月 子ども～大人

みなさんの参物をお得惨ムで齢ます1謬良主サークル活動のε案内

蕪雛鱗・ 主な内容　　　　　難　鐸 薄象

餐醸灘『繋『 寅野葦途さ琴簑なく生潅の中1こ取蓼入難まもよう，　6月～捻弩　無7國 鶏民一般

難織糠、墾i 楽しく朗競を学び表現力を高めましょう，　4鍔～3月　鐸稔璽 子ども～大人

難購灘鐵…
エアロビクスでさわやかに体を　　　　　4月～捻月

動かしましょう、　　　　　　毎週火纈
子ども～大人

檬糠灘墾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4月～遷2澱
楽しいダンスを学びます・　　　　　　第2・4火曜爲 賑畷
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小野塚ミッさん

佐藤　昭作さん

75歳　三　桶（音葉屡）

79歳　北浦照（たそ善）

85歳上籔漉（．上越屋〉

89歳松鷺（増照屡）
8三歳　東　趨（長太郎）

72歳　天水越（照のや）

＊3月旧から3月3畑までの届患分です。

＊広報に載せてほしくない方は、綴挫1の時
に：窓【麟こお謡ください。

覇

総入口

　．男

　女
働帯数

　　　　3月31日現荏

3，瓦24人（一12）

i，5（擁人（一4）

王，623人（一8〉

三，三〇3；騨’（一4）

（）内は繭月との比較

町民憲章　昭欄輔制定
わたしたちは松之出時民です、郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

瞬艮の舎監葺葉

　　三、美しい緑と嚢の中で

　　　　　　　心豊かな人になろう

　　支、ブナの糖が触れ舎うように

　　　　　　　連俸の心をもとう

　　！、湧きいづる湯．泉のように

　　　　　　　翻造の力を轟めよう

温象建傭日

温馳ン9－1 翠の漏

4臼 4・”・18・25 霊5・30

5自 今・23
（窮2・繁4本躍）

書5・3霊

義都撒嫁ず
松之山駐在所

関　　　陽　一　巡査部長

4月i鷺より穏樗さんの
後任として着任しました。
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北
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万
円
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塚
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江
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金
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万
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北
浦
照
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子
様

　
　
金
　
十
万
円

　
下
鍛
池
　
大
晃
征
｝
　
様

　
　
金
　
十
万
円

　
時
在
宅
編
鋤
に
落
胴
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
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松難購磁殺難羅覇鐸灘　覧き・

総務課02559－6一斜鑛〈代表〉 建設企業課
　　（建　　設〉6一誤35
　　（圭下7鼓遂）　　6－2等62税務会誹課　　6一釧52

産　　業　　課　　　　　　6－3肇32 議会事務局　　　　　6－2篠69

振　興　諜　　　6－3爲4 教鳶委曼会　　　6－2G47

保健莚ンター　　6－3705 公　蔑　館　　　6－2265
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